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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日

自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日

自  平成22年10月１日
至  平成23年９月30日

売上高 (千円) 13,888,459 14,490,614 18,734,838

経常利益 (千円) 105,674 184,428 161,724

四半期(当期)純利益 (千円) 14,238 78,131 24,403

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 33,776 83,829 20,778

純資産額 (千円) 4,162,243 4,194,364 4,148,867

総資産額 (千円) 8,739,915 9,640,048 9,183,256

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 2.97 16.32 5.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.6 43.5 45.2

　

回次
第60期
第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △5.02 △1.83

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第60期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興特需などによる生産活

動の回復が見られたものの、欧州金融危機や中国の経済鈍化などの影響及び為替相場の円高長期化に

より、国内景気動向はまだまだ予断を許さない状況下にありました。

このような経済状況の中で、当社グループはビジネス環境変化に対するスピーディーな体質改革を

図り、積極的な営業活動をしてまいりました。

この結果、前年同四半期と比べ売上高は、144億90百万円と６億２百万円（4.3％）の増収、営業利益

は、１億18百万円と31百万円（36.0％）の増益、経常利益は、貸倒引当金戻入額46百万円を営業外収益

に計上したため、１億84百万円と78百万円（74.5％）の増益、四半期純利益は、78百万円と63百万円

(448.8％)の増益となりました。

各セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（化学工業薬品） 

半導体液晶関連企業の生産調整で減産傾向にありましたが、前年同四半期には震災があったため、

化学工業薬品は前年同四半期を上回りました。また、震災復興等の影響で同関連機器についても前年同

四半期を上回りました。この結果、売上高は、全体で83億３百万円と６億81百万円（8.9％）の増収、セ

グメント利益(売上総利益)は８億55百万円と80百万円(10.3％)の増益となりました。

（臨床検査試薬） 

各種医療機関での共同入札などの影響を受け、取り巻く環境は非常に厳しい状況で推移しました

が、臨床検査試薬は前年同四半期を上回りました。しかし、同関連機器は前年同四半期を下回りました。

この結果、売上高は、全体で45億87百万円と１億18百万円（△2.5％）の減収、セグメント利益(売上総

利益)は５億10百万円と62百万円(△10.9％)の減益となりました。

（食品添加物） 

原料不足による生産調整やデフレ影響による消費低迷など厳しい環境でありましたが、食品添加物

は前年同四半期を上回りました。この結果、売上高は、12億54百万円と57百万円（4.8％）の増収、セグ

メント利益(売上総利益)は１億52百万円と７百万円(5.2％)の増益となりました。

(その他)

価格競争の激化や過剰在庫等により厳しい環境の影響を受け、その他では前年同四半期を下回りま

した。この結果、売上高は３億44百万円と17百万円(△4.9％)の減収、セグメント利益(売上総利益)は39

百万円と２百万円(6.0％)の増益となりました。
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（２）財政状態の分析

①資産・負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、４億56百万円増加し、96億40百

万円となりました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、４億11百万円増加し、54億45

百万円、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、45百万円増加し、41億94百万円となりまし

た。主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

資産の増加の主な原因は、四半期連結会計期間末日が金融機関休業日により現金及び預金が増加し

たことによるものであります。

（負債）

負債の増加の主な原因は、四半期連結会計期間末日が金融機関休業日により支払手形及び買掛金が

増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産の増加の主な原因は、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金が増加したことによるもの

であります。

　
（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
大阪証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数   1,000株

計 4,800,000 4,800,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 4,800,000 ― 820,400 ― 881,100
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式     13,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  4,774,0004,774 ―

単元未満株式 普通株式     13,000― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,774 ―

(注)１.「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式が578株含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

13,000 ─ 13,000 0.3

計 ― 13,000 ─ 13,000 0.3

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 812,786 1,413,464

受取手形及び売掛金 4,236,851 ※２
 3,936,056

商品 502,991 606,330

繰延税金資産 18,712 2,677

その他 118,736 111,558

貸倒引当金 △43,840 △3,758

流動資産合計 5,646,238 6,066,329

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 481,405 460,554

土地 1,317,199 1,317,199

リース資産（純額） 101,116 119,762

その他（純額） 222,294 250,962

有形固定資産合計 2,122,014 2,148,478

無形固定資産

のれん 653 －

その他 10,384 12,371

無形固定資産合計 11,038 12,371

投資その他の資産

投資有価証券 647,397 647,437

リース投資資産 342,182 285,206

その他 452,707 503,031

貸倒引当金 △38,323 △22,806

投資その他の資産合計 1,403,964 1,412,868

固定資産合計 3,537,017 3,573,718

資産合計 9,183,256 9,640,048

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,207,839 ※２
 4,626,062

リース債務 111,783 117,004

未払法人税等 48,583 42,786

賞与引当金 30,500 －

その他 88,419 156,309

流動負債合計 4,487,125 4,942,162

固定負債

リース債務 416,390 374,404

繰延税金負債 24,825 17,866

退職給付引当金 15,576 23,041
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

役員退職慰労引当金 61,257 62,571

その他 29,212 25,636

固定負債合計 547,263 503,520

負債合計 5,034,389 5,445,683

純資産の部

株主資本

資本金 820,400 820,400

資本剰余金 881,100 881,100

利益剰余金 2,416,403 2,456,243

自己株式 △6,557 △6,597

株主資本合計 4,111,345 4,151,145

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,521 43,218

その他の包括利益累計額合計 37,521 43,218

純資産合計 4,148,867 4,194,364

負債純資産合計 9,183,256 9,640,048
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 13,888,459 14,490,614

売上原価 12,357,644 12,932,154

売上総利益 1,530,814 1,558,460

販売費及び一般管理費 1,443,578 1,439,792

営業利益 87,235 118,668

営業外収益

受取利息 2,483 3,303

受取配当金 8,172 8,064

貸倒引当金戻入額 － 46,389

その他 11,661 11,627

営業外収益合計 22,317 69,384

営業外費用

支払利息 93 102

持分法による投資損失 3,301 2,534

その他 484 988

営業外費用合計 3,878 3,624

経常利益 105,674 184,428

特別利益

固定資産売却益 533 －

投資有価証券売却益 2,856 －

役員退職慰労引当金戻入額 4,000 －

その他 268 －

特別利益合計 7,657 －

特別損失

固定資産圧縮損 2,728 －

固定資産除却損 12 119

投資有価証券評価損 14,099 2,365

投資事業組合運用損 5,070 2,919

その他 694 －

特別損失合計 22,605 5,405

税金等調整前四半期純利益 90,726 179,022

法人税、住民税及び事業税 51,658 89,990

法人税等調整額 24,829 10,900

法人税等合計 76,488 100,890

少数株主損益調整前四半期純利益 14,238 78,131

四半期純利益 14,238 78,131
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年10月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 14,238 78,131

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 19,538 5,697

その他の包括利益合計 19,538 5,697

四半期包括利益 33,776 83,829

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 33,776 83,829

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形裏書譲渡高 ― 776千円

　
※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 ― 56,110千円

支払手形 ― 75,452千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 50,083千円 56,772千円

のれんの償却額 980千円 653千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月20日
定時株主総会

普通株式 47,924 10平成22年９月30日 平成22年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月20日
定時株主総会

普通株式 38,292 ８ 平成23年９月30日 平成23年12月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品添加物 その他 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,622,7924,705,9691,196,949362,74613,888,459─ 13,888,459

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 7,622,7924,705,9691,196,949362,74613,888,459─ 13,888,459

セグメント利益 775,164572,724145,39537,5301,530,814─ 1,530,814

　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年10月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品添加物 その他 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,303,8574,587,5541,254,254344,94814,490,614─ 14,490,614

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 8,303,8574,587,5541,254,254344,94814,490,614─ 14,490,614

セグメント利益 855,351510,414152,90639,7881,558,460─ 1,558,460

　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間から、前連結会計年度において「その他(食品添加物・農薬)」に含まれて

いた「食品添加物」について量的な重要性が増したため、「食品添加物」及び「その他」をそれぞれ

区分掲記しております。

前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区

分に基づき組替えたものを開示しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月1日
至  平成23年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年10月1日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ２円97銭 16円32銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 14,238 78,131

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 14,238 78,131

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,792,163 4,786,496

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月８日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    野    保    則    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋    藤    憲    芳    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北
化学薬品株式会社の平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年10月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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